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｢合成樹脂製造の職域内ホルムアルデヒドに係る

労働衛生対策マニュアル｣ の送付について

職域におけるシック-ウス対策については､｢屋内空気中のホルムアルデヒド

濃度低減のためのガイ ドライン｣(平成 14年 3月 15日付け基発第 0315002

号の別添 1)を策定し､その周知を図っているところである｡

今般､ガイ ドラインに基づく着実なホルムアルデヒド濃度の低減及びホルム

アルデヒド-のぱく露防止を図るため､合成樹脂製造事業場を対象とした標記

マニュアルを作成したところである｡

ついては､貴職におかれても機会をとらえて､管内の当該業種-の指導等に

おいて活用されたい｡
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｢合成樹脂製造の職域内ホルムアルデヒドに係る

労働衛生対策マニュアル｣の送付について

日頃から､労働安全衛生対策の推進に格段の御理解､御協力を賜り厚く申し

上げます｡

さて､近年､住宅に使用される建材等から室内に発散するホルムアルデヒド

等の化学物質に室内空気が汚染されること等により､目､鼻､のど等-の刺激､

頭痛等の多様な症状が生じる､いわゆる ｢シックハウス症候群｣が問題となっ

ていることから､職域におけるシックハウス対策として､｢屋内空気中のホルム

アルデヒド濃度低減のためのガイドライン｣(平成14年3月 15日付け基発第

0315002号｡以下 ｢ガイ ドライン｣という｡)を策定したところです｡

今般､当該ガイ ドラインに基づく着実なホルムアルデヒド濃度の低減を図る

ため､合成樹脂製造事業場を対象とした標記マニュアルを作成しました｡

つきましては､貴団体におかれましては､本マニュアルの周知を図られると

ともに､本マニュアルを活用した合成樹脂製造作業における労働衛生対策の推

進が適正に行われるようお願い申し上げます｡
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さて､近年､住宅に使用される建材等から室内に発散するホルムアルデヒド
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ため､合成樹脂製造事業場を対象とした標記マニュアルを作成しましたO

つきましては､貴団体におかれましては､本マニュアルの周知を図られるとと

もに､本マニュアルを活用した合成樹脂製造作業における労働衛生対策の推進

が適正に行われるようお願い申し上げます｡
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はじめに

近年､住宅に使用される建材等から発散するホルムアルデヒド等の化学物質に室内空気

が汚染されること等により､目､鼻､のど等-の刺激､頭痛等の多様な症状が生じる､い

わゆる｢シックハウス症候群｣が問題になっている｡

職域においても､化学物質が広範に使用されていること等から､厚生労働省では､職域

におけるホルムアルデヒドの濃度の低減､ホルムアルデヒドによる労働者の健康リスクの

低減を図るため､職域における屋内空気中のホルムアルデヒドの濃度の指針値及び事業者

が講ずべき具体的措置に関するガイドラインを策定し､普及 ･啓発に努めている｡

このマニュアルは､事業場において具体的な労働衛生対策を推進するために役立つもの

になることを念頭に､本年度は合成樹脂製造のある事業場に焦点を合わせて作成したもの

である｡関連業界におけるホルムアルデヒドに係る労働衛生対策の推進に活用されること

を願う｡
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(3) 作業環境改善対策

コポリマー押出造粒作業場所 A及びホモポリマー押出造粒作業場所 Cでは､ホルムア

ルデヒドの発散が考えられる製品の粒形確認用サンプリング箱及び 2箇所の粒形不良ペレ

ット受けバケツに対して､局所排気装置が設置されていた｡排気フー ドは､粒形確認用サ

ンプリングダク トエンド開口部及び 2箇所の粒形不良ペレット受けバケツダクトエンド開

口部等の3個所あり､この開口部 (排気フー ド)によりサンプリング箱及び粒形不良ペレ

ット受けバケツからの発散するホルムアルデヒドガスが捕捉吸引されているものと思われ

るoLたがって､この局所排気系の改善対策により排気制御効果が得られているものと考

えられる｡

しかし､コポリマー押出造粒作業場所 Bでは､作業場所 Aおよび作業場所 Cの押出造粒

作業場所と同様に､局所排気装置が設置されているものの､製品検査用サンプリングダク

トエンド開口部(排気フー ド)からの空気の吸引はほとんど見られなく(吸引風速≒Om/S)､

今後､現状の局所排気装置に関する処理排気量の能力アップが望まれる｡また､押出造粒

工程の配管系統とサンプリング箇所からのホルムアルデヒド漏れ等 (3-4ppm)に対する早

急な自主点検等が必要であるO
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反応釜 Cの作業場所では反応釜の作業場所では､表 317に示すように､一日の作業開始

時の仕込み作業中(約20分間)の測定点①､②､③のホルムアルデヒド濃度は0.03-0.06ppm

と特定作業場のホルムアルデヒド濃度指針値 (0.25ppm)以下であった｡しかし､反応釜の

原材料仕込み開口部上部､すなわち､測定点④における濃度は0.30ppmと特定作業場の濃

度指針値 (0.25ppm)よりわずかに高い値が得られた｡

反応釜 Cの仕込み開口部平均風速は､0.69m/Sであったが､原材料仕込み開口部上部の

ホルムアルデヒド濃度は特定作業場の指針値 (0.25ppm)を超えたQこの事実は､原材料の

仕込み作業では反応釜-原材料を投入することにより､反応釜内のホルムアルデヒドを含

んだ空気が原材料仕込み開口部から噴出し､反応釜仕込み開口部上部のホルムアルデヒド

濃度が高くなった為と考えられるoLたがって､反応釜の処理排風量を増加することによ

り､仕込み開口部の風速を大きくするか､または､仕込み開口部に発散源対策としての新

たな排気フー ドの設置等が望まれる｡

合成樹脂接着剤製造での反応釜仕込み作業に従事する作業者は､ゴグル､保護手袋､使

い捨てマスク等を着用して作業が行われていたが､マスクは使い捨てマスクの着用の問題

点もあり､取替え式防毒マスク､及び送気マスクの着用が望まれる｡さらに､防毒マスク

の吸収缶はホルムアルデヒド用のものを使用するノことが不可欠である｡(第 3章参照)
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4.まとめ

ポリアセタール樹脂製造工程では､作業環境測定結果に基づく評価によると､樹脂押出

造粒工程作業､樹脂製品袋詰め作業､及び分析 ･検査室における作業に対 して､ホルムア

ルデヒドの発散は特定作業場の 0.25ppm以下であることが判明した｡ しかし､ホルマリン

の試料採集作業では､ホルマリン試料の採集作業により､特に､パイプ内の溜まりをバケ

ツ内に放出するときなど､屋外作業ではあるものの､風の影響や作業者の作業姿勢により､

高濃度のホルマリンのぱく露の問題点が考えられる｡ したがって､ホルマ リン試料採集作

業では､ホルムアルデヒドのぱく露対策が望まれるし､また､ホルムアルデヒド用の取替

え式防毒マスクやゴグルの着用も不可欠である｡

合成樹脂接着剤製造作業では､反応釜に対する換気設備の設置がされているが､その排

気制御効果は期待できない｡ したがって､作業環境測定結果に基づく評価によると､特定

作業場のホルムアルデヒド濃度 0.25ppmを超えている場合が多々ある｡そこで､現在設置

されている換気設備の能力アップが望まれる｡また､局所排気装置､プッシュプル型換気

装置､及び全体換気を併用することで､更なる排気制御効果が得られる｡局所排気装置､

プッシュプル型換気装置､及び全体換気装置については参考資料 1を参照されたい｡

最後に､ポリアセタール樹脂製造工程及び合成樹脂接着剤製造工程では､サンプリング

箇所､開閉部､及び配管系統からのホルムアルデヒドの漏れ (2-4ppm)が､実態調査によ

り判明した｡一部は移動式の排気ダク トで排気されていたが､各製造工程の自主的な日常

点検や定期点検を励行することが望まれる｡直ちに止めて修理することができない場合は､

修理までの間､移動式ダク トで排気する等の措置が必要である｡また､今回の調査では､

反応釜仕込み作業に従事する作業者は､ゴグル､保護手袋､使い捨てマスク等を着用して

作業が行われていたが､マスクは使い捨てマスクの着用の問題点もあり､取替え式防毒マ

スク､及び送気マスクの着用が望まれる｡さらに､防毒マスクの吸収缶はホルムアルデヒ

ド用のものを使用することが不可欠である｡
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第3章 労働衛生保護具

我が国では､｢シックハウス症候群｣という言葉が使われはじめたのは 1994年頃からで

あるD欧米では､｢シックビルディング症候群｣といわれており､オフィスやホテルのよう

な建物において､空気調和内のダニ､レジオネラ菌などの生物学的因子､建材､家具､装

飾品､事務機､タバコ､殺菌､カビ､殺虫剤などによる化学的因子､及び温度､湿度､照

明､騒音､気流､電磁波などの物理的因子による病気や症状を総称 している｡

日本では､住居環境において合板等を中心とする新建材主体の家作りが多く､それらか

ら出される化学物質､特にホルムアルデヒドによる健康障害が社会問題となっている｡

厚生労働省では､製造業の職域における屋内空気中のホルムアルデヒド濃度の低減､ホ

ルムアルデヒドによる労働者の健康リスクの低減を図るために､職域における屋内空気中

のホルムアルデヒド濃度の指針値及び事業者が講ずべき具体的措置に関するガイ ドライン

を策定した｡

これによると､換気装置の設置など有効な措置を講じた後においても､なおホルムアル

デヒド濃度が0.25ppm を超える場合には､有効な呼吸用保護具､保護めがね等を使用する

ことになっており､また､0.25ppm を超えない場合でも､作業の形態等に応 じ､呼吸用保

護具の使用､作業時間の短縮について配慮することとなっている｡

1. 呼吸用保護具

呼吸用保護具には､ろ過式 (防じんマスク､防毒マスク等)と給気式 (送気マスク､自

給式呼吸器等)の 2種類があり､ホルムアルデヒドに係わる業務で使用される呼吸保護具

は､図4-1に示すように､吸収缶でろ過した清浄な空気を呼吸する防毒マスクとホースに

より呼吸に適した空気を作業者に送り込む送気マスクやボンベを携行してその中の空気を

呼吸する空気呼吸器がある｡

●

防 杏 マ ス ープ-直括式小 型

(警 警雷撃認諾 嘉の)

p-JTl-スマスク
呼吸用保養異
(ホルムアルデヒド用)

(; 義 毒 嘉 )ワ tJ:

空 気 呼 吸 顔

(雷雲讐1詑書芸)

JTラインマス̀フ

図4-1 ホルムアルデヒド用呼吸保護具
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1.1 防毒マスク

防毒マスクには､その形状及び使用範囲により､隔離式､直結式及び直結式′J､型の 3種

があり､面体には全面形と半面形がある｡ホルムアルデヒド用防毒マスクとして､写真 4-1

に示すように､直結式小型防毒マスクが一般的に使用される｡防毒マスクは､吸収缶を通

して外気を吸引し､空気中の有害ガスを除去するのが目的であって､酸欠空気 (酸素濃度

が 18%未満)は吸収缶を通 り抜けても酸欠のままでマスク内-吸引されるので､酸欠空気

のところでは使用できない｡また､有害ガスが高濃度であるときにはきわめて短い時間で

効果が失われたりする｡さらに､防毒マスクの吸収缶は､特定のガス以外には効果がない｡

したがって､防毒マスクを有害ガスの種類や濃度の不明なところ､一つの吸収缶で除去で

きないガスの混在しているところ､酸素欠乏のおそれのあるところなどでは絶対に使用 し

てはならない｡また､ホルムアルデヒド用マスクとして､高濃度の場合又は長時間作業な

どの場合､防毒マスクのほかに保護具の選択として､給気式 (送気マスク ･空気呼吸器)

を選ぶことが望まれる｡

写真 4-1 直結式小型防毒マスク(ホルムアルデヒド用)

1) ホルムアルデヒド用吸収缶の性能

吸収缶の除毒能力には限界があり､吸収剤が飽和して除毒能力を失うと有毒ガスは除去

されずに通過してしまう｡この状態を破過と呼ぶ｡除毒能力は吸収缶の種類によって異な

り､防毒マスクの規格及び日本工業規格で定められている｡

吸収缶の破過時間 (吸収缶が破過状態になるまでの時間)は､ガスの濃度に反比例 し､

高濃度の場合には短時間で効力を失ってしまう｡ したがって､吸収缶の使用時間は､必ず

使用時間記録カー ドに記録し､吸収缶に添付されている破過曲線図による破過時間に達す

る前に新 しい吸収缶と取 り替えなければならない｡

ホルムアルデヒド用吸収缶の除毒能力は､表 4-1に示すように､試験ガス濃度 20ppm(気
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1.4 防毒マスクの使用と管理に関する留意事項

事業者は､衛生管理者､作業主任者等の労働衛生に関する知識､経験を有するもののう

ちから､各作業場ごとに呼吸用保護具を管理する責任者を指名 し､呼吸用保護具の適正な

着用､取扱方法について必要な指導を行わせるとともに､呼吸用保護具の保守管理を行わ

せる｡

防毒マスクの使用と管理に当たっては､以下の点に留意する必要がある｡

① 防毒マスクを使用する作業環境空気中の酸素濃度は 18%以上でなければならない｡

② 吸収缶は､対象ガスに合った吸収缶が付いていることを使用前に必ず確認する｡

③ 防毒マスクの使用時間は､当該防毒マスクの取扱説明書等及び破過曲線図､メーカ

ー-の照会結果等に基づいて､作業場所における空気中の存在する有害物質の濃度､

温度､湿度等に対 して余裕のある使用時間をあらかじめ設定し､その設定時間を限

度に防毒マスクを使用する｡なお､従来から使用 している防毒マスクの使用中に臭

気等を感知 した場合を使用限度時間の到来として吸収缶の交換時期とする方法は､

有害物質の臭気等を感知できる濃度が管理濃度より小さい物質に限り行っても差

し支えない｡

④ 添付されている使用時間記録カー ドの記録と破過曲線図を比較 して､有効時間が十

分に残っていることを使用前に必ず確認する｡

(む 有害物質の種類､濃度､吸収缶の有効時間が不明の場合又は酸素欠乏の危険がある

場合には､送気マスクを使用しなければならない｡

⑥ 防毒マスクを着用して行 う作業は､通常より呼吸器系等に負荷が係ることから､呼

吸器系等に疾患があるものについては､防毒マスクを着用 しての作業が適当である

か否かについて､産業医等に確認する｡

⑦ 吸収缶に充填 されている活性炭等は､吸湿又は乾燥により能力が低減するものが多

いため､吸収缶の保管はビニール袋に入れて密閉する等の措置をとるなど十分配慮

し.なければならない｡また､隔離式吸収缶の上栓 と下栓は､使用が終了したら必ず

閉めておく｡

⑧ 防じんマスクの使用が義務づけられている業務であって防毒マスクの使用が必要な

場合には､防じんマスクの検定にも合格 している吸収缶を装着 した防毒マスクを使

用する｡

⑨ 防毒マスクを使用する際には､その都度排気弁の気密性､吸収缶の状態等について

点検 し､着用の都度､除圧テス トにより密着性の良否を確認する0

⑲ 防毒マスクの着用方法は､タオル等を当てた上からの着用､面体の接顔部に按顔メ

リヤス等を使用 したり､着用者のひげ､もみあげ､前髪等が面体の接顔部と顔面の

間に入り込んだり､排気弁の作動を妨害するような状態で使用すると､有害物質が
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面体の接顔部から面体内-漏れ込む等のおそれがあるため行 うべきでない｡ただし､

防毒マスクの着用により皮膚に湿しん等を起こすおそれがある場合で､かつ､面体

と顔面との密着性が良好であるときは､按顔メリヤス等を使用してもよい｡

⑫ 予備の防毒マスク､吸収缶その他の部品を常時備え付け､適時交換 して使用するよ

うにする｡

⑫ 防毒マスクを常に有効かつ清潔に保持するために､面体､吸気弁､排気弁､しめひ

も等については､乾燥した布片又は軽く水で湿らせた布片で付着した粉 じん､汗等

を取 り除く｡また､汚れの著しいときは､吸収缶を取 り外 した上で中性洗剤等によ

り水洗いする｡

⑬ 防毒マスクは､積み重ね､折り曲げ等により面体､連結管､しめひも等について､

き裂､変形等の異常を生じないように保管する｡なお､保管に当たっては､直射 日

光の当たらない場所に専用の保管場所を設け､管理状況が容易に確認できるように

する｡

⑭ 防毒マスクは､常時着用して作業をするとい うより､一時的な必要により､あるい

は､環境改善を進めた上で労働者のぱく露をより低減させるためのものとして使用

するものである｡
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2.保護めがね

眼の外傷は､身体の他の部位の外傷に比較 して､その割合が非常に高い｡これは､眼が

ものを見るという重要な情報器官であることから､常に外界に露出していなければならな

いし､いっも何かの対象に向かっていなければならないためである｡眼は､身体の部位で

最も重要な器官の一つであるが､また､最も外力に対 して弱いものであり､したがって､

保護めがねの着用は厳重に履行しなければならない｡

保護めがねとは､作業中に発散する化学物質､飛来物､浮遊粉 じん､熱､有害光線など

から眼を保護するために､耐衝撃性､耐摩耗性､耐熱性､耐有害光線など､それぞれの特

性を持っためがねをいう｡

新建材として用いられる合板､繊維板等の製造業の職域における屋内空気中のホルムア

ルデヒドにより､労働者の眼へのぱく露防止のために､保護めがねは不可欠である｡

2.1 保護めがねの種類と特徴

保護めがねのフレームの素材には､プラスチックとメタルがあり､レン琴の素材にも強

化ガラス(JIST8146)や硬質プラスチック(JIST8147)などが用いられている｡

強化ガラスレンズは､普通のガラスを 800-900℃に加熱 し､急冷 してレンズに強度を持

たせたものである｡一方､硬質プラスチックレンズは､光学特性の優れた耐衝撃性のポリ

カーボネー トが主に使用されている｡ポリカーボネー トはガラスレンズに比べて質量が半

分程度で､割れることがほとんどないことから､眼に破片の入ることはないが､取扱い方

によっては表面にきずがつきやすいので使用上の注意が必要である｡

図4-3に保護めがねの種類を示す｡

1) めがね形 (スペクタクル形)

めがね形は､強化ガラス又は硬質プラスチックレンズにより､主に正面からの飛来物を

防ぐことを目的とするが､側面からの飛来物を防ぐ場合は､サイ ドシール ド (側板)のつ

いためがねをかける｡したがって､サイ ドシール ド (側板)のあるものとないものの 2種

類がある｡このめがね形は､通気が良好であるために､高温､高湿作業でもレンズが曇る

ことがない｡

2) フロン ト形

フロン ト形は､作業者自身のめがねの前部に取り付けて使用するめがねであり､作業者

自身のめがねの保護にも役立つ｡また､作業者 自身のめがねより少 し大きめがよく､軽作

業における粉 じん､飛来物用のめがねとして適 している｡
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3) ゴグル形

ゴグル形は､枠とアイピース (ゴグルのレンズ部)に様々な材質があり､使用目的に合

わせた選択が重要である｡ゴグル形は､眼の周囲を覆 うので､薬液の飛沫や蒸気曝露の防

止に効果的であり､2眼形 と1眼形の2種類がある｡2眼形のアイカップの深さは､まつ毛

がレンズにさわらない程度とし､皮膚に接する部分は柔軟で､よく密着することが必要で

ある｡しかし､ゴグル形は密着性が高いので､アイピースができるだけ曇らないものの選

択が肝要である｡

4) 防災面

保護めがねは眼のみを保護の対象としているのに対して､防災面は､顔面全体を保護す

るものであり､透明なプラスチック製のシール ド形式である｡ したがって､矯正眼鏡の上

からも着用できるし､飛散物を受けてもほとんど割れない｡割れても破片が眼や顔面に突

き刺さることも少ないD しかし､強度には限界があるC

図 4-3 保護めがねの種類
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2.2 ホルムアルデヒド用保護めがね

作業者の眼に対するホルムアルデヒドによるぱく露状況は､ホルマリンの液滴飛散であ

ったり､ホルムアルデヒドのガス発散であったりする｡

そこで､このようなぱく露状況では､ゴグル形保護めがねの使用により､作業者の眼-

のぱく露低減が最適である｡しかし､ホルムアルデヒドは､眼､鼻､のど等-の刺激､頭

痛等の多様な症状が生じるので､眼だけでなく､顔全体に液滴やガス状によりぱく露が想

定されることから､保護めがねと防災面を併用することが望まれる｡

2.3 ゴクル形保護めがねの装着ポイン ト

ゴグル装着のポイントは､図 4-4に示すように､①バン ドは後頭部から引っ張るように

装着O②顔面とフレームにすき間のないものを選択.③ レンズは曇 り止め加工したものを

選択｡④めがねを取 り外し置くときは､レンズ面が下にならないように置く等の点に留意

することが重要である｡

図 4-4 ゴグル装着のポイン ト
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別添 1

職域における屋内空気中のホルムアルデヒド濃度低減のためのガイ ドライン

1 趣旨

近年､住宅に使用される建材等から室内に発散するホルムアルデヒド等の化学物質等

により､目､鼻､のど等-の刺激､頭痛等の多様な症状が生じるいわゆる ｢シックハ

ウス症候群｣が問題となっている｡

このため､職域における屋内空気中のホルムアルデヒドの濃度の指針値及び事業者が

講ずべき具件的措置を示すことにより､ホルムアルデヒドの濃度の低減を図り､もっ

てホルムアルデヒドによる労働者の健康 リスクの低減に資するものとする｡

2 事業者が講ずべき措置

事業者は､職域における屋内空気中のホルムアルデヒドの濃度を0.08ppm以下とし､

ホルムアルデヒドによる労働者の健康 リスクの低減を図るため､以下の措置を講ずる
よう努めること｡

ただし､ホルムアルデヒド又はホルムアルデヒド蒸気を発散させる製品若しくは原材

料を製造し､又は取り扱 う作業場であって､作業の性質上当該濃度以下とすることが

著しく困難な作業場 (以下 ｢特定作業場｣というO)については下記 3によることO

(1)濃度の測定

職域において屋内空気中にホルムアルデヒド蒸気が発散 しているおそれがある場

合は､別紙に定めるところにより､空気中′のホルムアルデヒドの濃度を測定する
こと｡

屋内空気中にホルムアルデヒド蒸気が発散しているおそれがある場合としては､

以下のような場合がある｡

ア 目､鼻､のど等-の刺激を感 じる者がいる｡

イ ホルムアルデヒド蒸気を多く発散すると考えられる建材､家具等が多く使用

されている｡

ウ 屋内の換気が不十分である｡

なお､一般の事務所等におけるホルムアルデヒド蒸気の発散源としては､合

板､繊維板等の建材､オフィス家具､カーペット等に使用されているホルム

アルデヒドを含有する接着剤､防腐剤等があるO

(2)濃度低減のための措置

上記(1)の結果､屋内空気中のホルムアルデヒドの濃度が 0.08ppmを超える場合に

は､次に掲げる措置のうち､当該作業場において有効な措置を講ずることによ晩､

当該濃度を超えないようにすること｡

ア 換気装置の設置又は増設

イ 継続的な換気の励行

ウ 発散源 となっている合板､繊維板等の建材､オフィス家具､カーペット等の

撤去又は交換

工 発散源のコーティング等の封 じ込め措置又は有効な吸着剤等の使用

(3)就業上の措置

シックハウス症候群に関連 した症状を訴える労働者に対 しては､産業医等の意見

に基づき､就業場所の変更等の必要な措置を講じることCこの場合､必要に応 じ

シックハウス症候群について詳 しい医師､医療機関等の意見を参考にすること｡

(4)相談支援体制の活用

本ガイ ドラインに基づく措置を実施 しようとする事業者-の支援のため､中央労
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働災害防止協会安全衛生サービスセンターにおいては､職域における屋内空気中
のホルムアルデヒドの濃度の測定及び濃度の低減のための措置に関する相談に応
じることとしてお り､また､労働福祉事業団の東京労災病院 (産業中毒センター)

及び都道府県産業保健推進センターにおいては､産業医､衛生管理者等からの相

談に応 じることとしているので､これらの相談支援体制を積極的に活用すること｡

3 特定作業場において事業者が講ずべき措置

事業者は､特定作業場については屋内空気中のホルムアルデヒドの濃度を 0.25ppm以

下とし､ホルムアルデヒドによる労働者の健康リスクの低減を図るため､以下の措置

を講ずるよう努めること｡

(1)濃度の測定

型延に定めるところにより､屋内空気中のホルムアルデヒドの濃度の測定を行 う
こと｡

なお､設備の新設 ･更新､作業工程､作業方法の変更等があった場合には､必要

に応 じて作業場所の濃度の測定を行うこと｡

(2)濃度低減のための措置

上記(1)の結果､屋内空気中のホルムアルデヒドの濃度が 0.25ppmを超える場合に

は､次に掲げる措置のうち､当該作業場において有効な措置を講ずることにより､

当該濃度を超えないようにすること｡

ア 刺激性 ･有害性の少ない代替物質-の変更

イ 設備の密閉化

ウ 遠隔操作の導入

工 局所排気装置､プッシュプル型換気装置又は全体換気装置の設置

オ ホルムアルデヒドの発散しにくい使用条件-の変更

カ ホルムアルデヒ ド-の労働者のぱく露を低減させる作業工程又は作業方法

-の変更

キ 有効な吸着剤等の使用

また､上記の措置を講じた後に､改めて作業場所の濃度の測定を行い､その

結果なお 0.25ppmを超える場合には､有効な呼吸用保護具､保護めがね等を

使用することにより労働者のぱく露防止を図ること｡

なお､ホルムアルデヒドの濃度が 0.25pplコを超えない場合であっても､それ

ぞれの作業の形態等に応じ､有効な呼吸用保護具､保護めがね等を使用し､

又はホルムアルデヒドにぱく露される作業時間の短縮に配慮することが望

ましいこと｡

(3)その他

シックハウス症候群に関連 した症状を訴える労働者に対する措置については上記

2の(3)に､本ガイ ドラインに基づく措置を実施 しようとする事業者の相談支援に

ついては上記 2の(4)によること｡
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別紙

職域における屋内空気中のホルムアルデヒド濃度の測定について

1 特定作業場以外の作業場

特定作業場以外の作業場における屋内空気中のホルムアルデヒ ドの濃度の測定は､次

に定めるところによること｡

(1)測定点は､事務室､室内作業場等の作業場の中央付近の床上 50センチメー トル以

上 150センチメー トル以下の位置の-以上とすること｡

(2)測定は､通常の作業時間中に行 うこと｡

(3)測定方法及び測定時間は､次のいずれかによること｡また､濃度は､測定した時

間の平均濃度とすること｡

ア 平成 12年 6月 30日付け生衛発第 1093号 ｢室内空気中化学物質の室内濃度指

針値及び標準的測定方法について｣において示されている DNPH誘導体化固相

吸着/溶媒抽出一高速液体クロマ トグラフ法､測定時間は-の測定点ごとに 10

分間以上

イ 拡散型ガスモニタ- (パッシブサンプラー)により吸着 し､溶媒抽出した後､

高速液体クロマ トグラフにより分析する方法､測定時間は一の測定点ごとに8

時間以上

ウ 適用される濃度指針値を精度良く測定できる検知管による方法､測定時間は-

の測定点ごとに使用する検知管の仕様に応 じた時間(一般には 10分～30分間)

エ 適用される濃度指針値を精度良く測定できるデジタル計測器による方法､測定

時間は-の測定点ごとに 10分間以上

オ 上記と同等以上の性能を有する方法､測定時間は仕様に応 じた必要な時間

2 特定作業場

特定作業場における屋内空気中のホルムアルデヒドの濃度の測定は､次に定めるとこ

ろによること｡

(1)ホルムアルデヒドの発散源に近接 して作業が行われる場合､測定点は､当該発散

源ごとに､当該作業が行われる時間のうち､空気中のホルムアルデヒドの濃度が

最も高くなると思われる時間に､当該作業が行われる位置 とすること｡

(2)ホルムアルデヒドの発散源から離れた場所で作業が行われる場合､測定点は､当

該場所の中央付近の床上 50センチメー トル以上 150センチメー トル以下の位置の

-以上とすること｡この場合､測定は､通常の作業時間中に行 うこと｡

なお､特定作業場における測定において､測定点が複数あり､その中のある測定

点における測定値が 0.25ppmを超えない場合は､当該測定点より明らかにホルム
アルデヒドの濃度が低いと思われる測定点の測定は省略することができる｡

(3)測定方法及び測定時間については上記 1の(3)によること｡
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基発第 0315001号

平成 14年 3月 15日

量吐塾に掲げる関係事業者団体の長 あて

厚生労働省労働基準局長

職域における屋内空気中のホルムアルデヒド濃度低減のためのガイ ドラインについて

厚生労働行政の推進につきましては､平素より格別の御高配を賜 り､厚く御礼申し上げ

ます｡

さて､近年､住宅に使用される建材等から室内に発散するホルムアルデヒド等の化学物質

に室内空気が汚染されること等により､目､鼻､のど等-の刺激､頭痛等の多様な症状が

生じる､いわゆる ｢シックハウス症候群｣が問題となっています｡

厚生労働省労働基準局では､シックハウスに関連するホルムアルデヒド等の化学物質(以

下 ｢シックハウス関連化学物質｣という｡)についての職域における対策を検討するため､

｢職域におけるシックハウス対策に関する専門検討会｣を設け､シックハウス関連化学物

質の空気中濃度の実態の把握､指針値の検討等を行ってきたところです｡

今般､労働者の健康 リスクの低減に資するため､別添のとお り ｢職域における屋内空気中

のホルムアルデヒド濃度低減のためのガイ ドライン｣を策定いたしました｡

つきましては､本ガイ ドラインに沿って職域における空気中のホルムアルデヒドの濃度の

低減が図られるよう､傘下会員に対する本ガイ ドラインの周知につきまして､特段の御配

意をいただきますようお願いいたします｡
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別記

職域における屋内空気中のホルムアルデヒド濃度の測定について

日本経営者団体連盟会長

(社)日本化学工業協会会長

メタノール ･ホルマリン協会会長

合成樹脂工業協会会長

日本接着剤工業会会長

化成品工業会会長

(社)日本医師会会長

(社)全 日本病院協会会長

(社)日本病院会会長

(社)日本医療法人協会会長

(社)日本精神病院協会会長

日本製薬団体連合会会長

日本合板工業組合連合会会長

日本繊維板工業会会長

(社)建築業協会会長

(社)住宅生産団体連合会会長

中央労働災害防止協会会長

建設業労働災害防止協会会長

林業 ･木材製造業労働災害防止協会会長
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